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令和６年度 国内における米陸軍との実動訓練について
（ノース・ウインド２５）

訓練の目的
米陸軍との積雪寒冷地における実動訓練を実施し、作戦遂行能力及び相互運用性の向上を図るこ

とを目的としています。
本訓練は、令和５年度に引き続き今回で３２回目の実施となります。

実施期間
令和７年１月３１日（金）から２月９日（日）まで
（訓練準備は１月２２日以降、撤収は２月１６日までを予定）

実施場所
訓練実施場所は、真駒内駐屯地及び北海道大演習場（千歳地区、恵庭地区、島松地区）の使用を

予定しています。また、統裁部が南恵庭駐屯地を使用するとともに、陸自及び米軍のヘリ部隊が、
離着陸場・駐機場として丘珠駐屯地を使用する予定です。
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演習の内容
○ 令和７年１月３１日から２月９日までにかけて、北海道内の演習場等において、米陸軍との実
動訓練を実施する計画です。
○ 今回の日米共同訓練においては、積雪寒冷地における作戦遂行能力及び相互運用性の向上のた
め、陸自第１１旅団第１８普通科連隊と米陸軍第１１空挺師団１コ大隊が北海道大演習場等を活
用し共同戦闘訓練等を実施する予定です。
○ この際、積雪寒冷地におけるスキー行進等の機能別訓練及び陸自及び米軍ヘリを活用した空中
機動の訓練が予定されています。
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訓練の概要について

機能別訓練
（スキー行進、野外衛生等）

真駒内駐屯地において幕僚活動に係る訓練、北海道大演習場においてスキー行進等の機能別訓練を実施

するとともに、総合訓練として積雪寒冷地における共同戦闘訓練を実施します。この際、南恵庭駐屯地に

おいて訓練を統裁します。

また、総合訓練等においてヘリコプターを活用した空中機動を実施予定であり、陸自及び米軍ヘリ部隊

が、発着基盤として丘珠駐屯地を使用する予定です。

総合訓練（共同戦闘訓練）
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幕僚活動に係る訓練


